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それが、わたしたちのシンボルです

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
平
成
31
年
３

月
25
日
㈪
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
（
広
島
市
中
区
中
町
）に
て
、『
平

成
30
年
度
臨
時
総
会
』
を
開
催
し
、
本
人

出
席
33
名
、
委
任
状
１
名
、
計
34
名
の
商

工
会
正
副
会
長
及
び
県
青
連
会
長
が
出
席

し
、
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
熊
高
一
雄
会
長

は
、
事
業
の
大
き
な
柱
を
、
こ
れ
ま
で
の

３
本
か
ら
７
本
に
増
や
す
こ
と
で
、
多
様

化
す
る
商
工
会
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会  

開
催

臨
時
総
会  

開
催

県  連

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度 

行
動
指
針

「
さ
あ 
も
う
一
歩
前
へ
！

                 
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

ま
ず
、
第
１
の
柱
で
は
「
経
営
発
達
支

援
事
業
の
推
進
」
に
、
ま
た
第
２
の
柱
で

は
「
小
規
模
事
業
者
等
の
経
営
課
題
へ
の

対
応
」
を
掲
げ
、
多
様
化
す
る
経
営
課
題

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
３
の
柱
で
は
「
地
域
経
済

の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
地
方
創
生
の
推

進
」
と
し
て
、
地
域
を
面
的
に
支
援
す
る

こ
と
で
儲
か
る
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
目

指
す
と
と
も
に
、
第
４
の
柱
で
「
災
害
か

ら
の
復
興
支
援
」、
第
５
の
柱
で
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
強
化
」
を
掲

げ
、
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
意
識
啓
発
に
取

り
組
む
こ
と
を
、
ま
た
、
第
６
・
第
７
の

柱
で
「
商
工
会
と
県
連
の
機
能
強
化
」
を

掲
げ
職
員
の
資
質
向
上
並
び
に
支
援
体
制

の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
県
央
商
工
会
の
乗
越
耕

司
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行

さ
れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
５

号
議
案
の
す
べ
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

平
成
30
年
度 
収
支
補
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

平
成
31
年
度 

事
業
計
画

書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件

第��

３
号
議
案　

平
成
31
年
度 

県
連
合
会

会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第�

４
号
議
案　

平
成
31
年
度 

電
子
計
算

機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び

徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第�

５
号
議
案　

平
成
31
年
度 

借
入
金
最

高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の

件 

臨
時
総
会
終
了
後
に
は
、
平
成
30
年
春

の
褒
章
に
際
し
、
藍
綬
褒
章
の
栄
に
浴
さ

れ
た
石
川
芳
秀
県
連
合
会
副
会
長
の
祝
賀

会
が
同
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
県
内
の

各
商
工
会
長
な
ど
多
数
の
関
係
者
が
出
席

し
、
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

氏
は
西
城
町
商
工
会
で
、
昭
和
63
年
か

ら
理
事
や
商
工
会
長
を
歴
任
し
、
平
成
19

年
に
は
西
城
町
を
含
む
庄
原
市
域
５
つ
の

商
工
会
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
備
北
商
工

会
の
初
代
会
長
に
就
任
。
そ
の
後
、
長
き

に
わ
た
り
商
工
会
の
組
織
改
革
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
平
成
14
年
か
ら
は
県
連
合

会
の
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
27
年
か

ら
は
副
会
長
と
し
て
、
県
連
合
会
の
事
業

推
進
に
多
大
な
る
貢
献
を
果
た
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

平成30年度臨時総会の風景

盛大に行われた祝賀会
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平
成
31
年
３
月
８
日
㈮
、
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
は
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
、『
平
成
30
年
度
第
４

回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
』
及
び
『
平
成

30
年
度
臨
時
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
青
連
主
催

の
『
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
塾
』
の
参
加
者
に

よ
る
報
告
と
、
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事

業
の
事
例
発
表
、
県
青
連
か
ら
の
報
告
の

３
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
塾
の
参
加
報
告
に

は
、
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
の
加
計
智

紹
氏
、
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
の
中
尾

純
一
氏
、
備
北
商
工
会
青
年
部
の
中
島
清

貴
氏
、
広
島
東
商
工
会
青
年
部
の
星
野
秀

介
氏
、
福

山
あ
し
な

商
工
会
青

年
部
の
下

江
美
紗
氏

の
５
名
が

登
場
。
今

回
の
リ
ー

ダ
ー
塾
の

受
講
者
数

は
全
国
の

中
で
も
最

も
多
い
人

数
と
い
う

第
４
回
研
修
会
及
び

　
　 
臨
時
総
会  

開
催

第
４
回
研
修
会
及
び

　
　 
臨
時
総
会  

開
催
県青連

平
成
30
年
度

こ
と
で
、
広
島
県
の
意
識
の
高
さ
が
窺
え

ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
受
講
者
数
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
ず
全
国
で
講
師

を
務
め
た
広
島
県
青
連
の
大
島
副
会
長
が

リ
ー
ダ
ー
塾
の
概
要
を
説
明
し
、そ
の
後
、

５
名
の
受
講
者
か
ら
各
自
が
作
成
し
た
プ

レ
ス
記
事
の
内
容
や
事
業
計
画
に
つ
い
て

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
塾
を
通
し
て
、
地
元
を
さ
ら

に
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
全
国

の
部
員
と
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
等
、
リ
ー
ダ
ー
塾
に

参
加
し
得
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
、
集
ま
っ
た
部
員
に
次
年
度
の
リ
ー

ダ
ー
塾
に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

２
部
の
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
例
発

表
で
は
、
４
商
工
会
青
年
部
が
今
年
度
取

り
組
ん
だ
内
容
を
発
表
。

広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
の
『
か
わ
な

み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド　

ST
A
R
T
U
P  

PR
O
JE
C
T

』
は
、
太
田
川
沿
い
を
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
通
し
て
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
い
う
企
画
。
呉
広
域
商
工
会
青
年
部

の
『
４
カ
ラ
ー
雑
貨
制
作
・
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
呉
の
４
つ

の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
や
名
所
等

を
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ

を
新
た
に
作
成
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

研修会には128名が参加

行
っ
て
い
く
企
画
。
五
日
市
商
工
会
青
年

部
の
『
青
年
部
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

制
作
事
業
』
は
、
五
日
市
商
工
会
青
年
部

の
“
顔
”
と
な
る
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
作
成
し
五
日
市
商
工
会
青
年
部
の

認
知
度
向
上
を
図
る
企
画
。
黒
瀬
商
工
会

青
年
部
の
『
高
齢
者
お
助
け
マ
ッ
プ
の
作

成
～
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
』
は
、
社
協
等
と
協
力
し
高
齢
化
が
進

む
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

を
図
る
企
画
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
決
に
向
け
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
そ

れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

第
３
部
と
な
る
県
青
連
か
ら
の
報
告
事

項
で
は
、
地
域
再
生
型
提
案
事
業
に
焦
点

を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
方
を
す

べ
き
な
の
か
、
計
画
の
立
案
や
実
施
に
当

た
っ
て
の
注
意
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
、

次
年
度
の
積
極
的
な
応
募
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
『
平
成
30
年
度

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総

会
』
で
は
、
出
席
者
32
名
、
委
任
状
２
名
、

計
34
名
出
席
の
も
と
、
平
成
30
年
度
補
正

予
算
案
及
び
平
成
31
年
度
事
業
計
画
書
案

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
植
田
会
長
の

指
名
に
よ
り
、
三
原
臨
空
商
工
会
の
杉
森

部
長
を
議
長
に
選
出
。
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第�
１
号
議
案　

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

平
成
31
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

挨拶をする植田会長



−   −4

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

平
成
31
年
３
月
６
日
㈬
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
『
平
成
30
年
度 

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会 
臨
時
総

会
・
第
２
回
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
、
出
席
者
31
名
、
委
任
状

３
名
、
計
34
名
出
席
の
も
と
、
平
成
30
年

度
補
正
予
算
書
（
案
）
及
び
平
成
31
年
度
事

業
計
画
書
（
案
）な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
県
女
性

連
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、『
全
国
商

工
会
連
合
会
会
長
表
彰
』
に
選
ば
れ
た
、

五
日
市
商
工
会
の
国
沢
紀
代
子
氏
、
広
島

安
芸
商
工
会
の
森
光
子
氏
、
沼
田
町
商
工

会
の
瀬
戸
迪
子
氏
の
３
名
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会

長
表
彰
に
は
、
23
名
が
選
出
さ
れ
、
被
表

彰
者
を
代
表
し
て
呉
広
域
商
工
会
の
宇
和

村
静
子
氏
が
作
田
会
長
か
ら
表
彰
状
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
40
名
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
で
は
、
高

陽
町
商
工
会
女
性
部
の
大
瀬
戸
部
長
を
議

長
に
選
出
し
、
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
以
下
の
通
り

第�

１
号
議
案　

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

平
成
31
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第
２
号
議
案
の
平
成
31
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
の
説
明
で
執
行
部
は
、
こ
れ
ま

で
毎
年
恒
例
で
実
施
し
て
い
た
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
の
意
見
を
踏
ま

え
て
役
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
年
度
ご

と
に
競
技
内
容
を
検
討
・
実
施
す
る
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
へ
改
め
る
と
発

表
。
来
年
度
の
競
技
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
と
し
、
同
時
に
他
の
競
技
も
体
験
で

き
る
場
を
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

県
内
の
女
性
部
が
相
互
に
お
も
て
な
し
交

流
を
図
る
こ
と
で
経
験
を
積
み
、
将
来
的

に
地
域
の
魅
力
を
全
国
へ
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
目

的
と
す

る
新
規

事

業

「
県
内

交
流
事

業
」
に

も
着
手

す
る
こ

と
を
合

わ
せ
て

盛
り
込

み
ま
し

た
。３

つ
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
研
修

会
は
２
部
で
構
成
さ
れ
、
第
１
部
に
は
株

式
会
社
ミ
セ
ラ
ボ
代
表
取
締
役
で
中
小
企

業
診
断
士
の
田
中
聡
子
氏
が
講
師
と
し
て

登
場
。『
お
金
を
か
け
ず
に
売
上
ア
ッ 県女性連臨時総会の風景

プ
！ 

中
小
企
業
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
入
門
』
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
田
中
氏
は
ま
ず
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

は
何
か
に
つ
い
て
説
明
。
雪
か
き
や
ペ
ン

キ
塗
り
も
場
所
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変
え
れ

ば
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を

伝
え
、
誰
に
・
何
を
・
ど
の
よ
う
に
届
け

る
か
が
大
切
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
ア
ニ
メ
や
実
例
を

挙
げ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
話
す
田
中
氏

の
講
演
を
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。第

２
部
は
、
平
成
30
年
度
女
性
部
地
域

再
生
型
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
黒

瀬
商
工
会
女
性
部
の
松
井
部
長
が
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。昨
年
度
の
同
事
業
で
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
ご
当
地
ソ
ン
グ
を
作

成
し
た
続
編
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
。

広
島
国
際
大
学
の
ダ
ン
ス
部
に
振
付
を
依

頼
し
、
講
師
の
指
導
を
受
け
た
女
性
部
の

メ
ン
バ
ー
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
出
演
し
て
い
ま

す
。
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
一

度
は
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
の
温

か
い
声
に
励
ま
さ
れ
無
事
に
完
成
。
会
場

で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
る
と
、
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
自
治
会
サ

ロ
ン
や
社
会
福
祉
施
設
、
小
学
校
な
ど
の

公
共
施
設
に
配
布
し
て
、
活
動
を
広
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

研修会で講演した田中聡子氏

臨
時
総
会
及
び

  
第
２
回
研
修
会  

開
催

臨
時
総
会
及
び

  
第
２
回
研
修
会  

開
催
県女性連

平
成
30
年
度
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平
成
31
年
２
月
13
日
㈬
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
「
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」、「
優
良
従
業
員
表
彰
式
・
賛
助
会

員
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
催
：
（
公
財
）
広
島
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
】

優
良
従
業
員
表
彰
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
賛
助
会
員
企
業
・
団
体

に
長
年
勤
務
さ
れ
、
観
光
事
業
及
び
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
振
興
事
業
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は

16
企
業
・
団
体
の
42
名
（
出
席
者
37
名
）

の
方
が
、
深
山
理
事
長
か
ら
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
の
ス
タ
ッ
フ
の
河
野
久
美
子
サ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
大
野
那
津
子
チ
ー
フ
の
２

名
が
、
め
で
た
く
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
31
年

１
月
23
日
㈬
、
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
て
『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ 

出
展
事
業
所
・
団
体
等
講
習
会
』
を
開
催
。

第
１
部
で
は
、
上
級
食
品
表
示
診
断
士

（
食
品
表
示
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
で
フ
ー
ド

ラ
ベ
ル
プ
ラ
ス
代
表
の
佐
々
木
有
紀
子
氏

が
『
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
＋
新
し
い
食
品
表
示
セ

ミ
ナ
ー
』
と
題
し
て
講
演
。

佐
々
木
氏
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
起
こ
り

う
る
ト
ラ
ブ
ル
を
あ
ら
か
じ
め
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
そ
の
問
題
が
お
き
な
い
よ
う

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
考
え

方
」
と
説
明
し
、
そ
の
仕
組
み
や
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。続
い
て
、

２
０
２
０
年
３
月
に
完
全
施
行
す
る
食
品

表
示
法
に
つ
い
て
、
改
正
に
よ
り
何
が
変

わ
る
の
か
に

つ
い
て
具
体

例
を
あ
げ
な

が
ら
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に

説
明
し
ま
し

た
。
食
品
表

示
に
関
す
る

実
践
的
な
説

明
が
行
わ
れ

る
な
か
、
参

加
者
は
し
っ

か
り
メ
モ
を

出
展
事
業
者
・

　団
体
等
講
習
会

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

開催
食品表示法について解説した佐々木氏

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
31
年

３
月
20
日
㈬
、
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
て
『
市
町
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
開
設
20
周
年
記
念
大

会
』
を
開
催
。
来
賓
に
広
島
県
の
湯
﨑
英

彦
知
事
や
広
島
県
議
会
の
山
木
晴
雄
議
長
、

尾
道
市
長
で
公
益
財
団
法
人
広
島
県
市
町

村
振
興
協
会
の
平
谷
祐
宏
理
事
長
、
広
島

本
通
商
店
街
振
興
組
合
の
小
川
嘉
彦
理
事

長
を
迎
え
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
出
展

事
業
者
や
各
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
主
催
者
挨
拶
で
壇
上
に

立
っ
た
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
熊
高
一

雄
会
長
は
、
本
年
３
月
30
日
に
ひ
ろ
し
ま

夢
ぷ
ら
ざ
が
開
設
20
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
こ
の
節
目
を

機
に
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
広
島
県
内
各

市
町
の
様
々
な
情
報
の
受
発
信
と
地
域
の

特
産
品
の
展
示
・
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、

各
地
域
の
交
流
を
一
層
促
進
す
る
と
い
う

原
点
に
返
り
、
魅
力
が
あ
り
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
店
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
出
店
事
業
者
に
対
し
「
積
極

的
に
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
を
活
用
い
た
だ

き
、
販
売
促
進
・
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
湯
﨑
知
事
、
山
木
議
長
、
平
谷

理
事
長
の
３
名
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。
湯
﨑
知
事
は
「
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
、
訪
日
外
国
人
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
20
周
年
を
飛
躍
の
契
機
と
し
て

い
た
だ
き
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
賑
わ

い
が
益
々
大
き
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
株
式
会
社
に
し
き
堂

代
表
取
締
役
の
大
谷
博
国
氏
が
『
お
菓
子

づ
く
り
と
百
試
千
改
』を
テ
ー
マ
に
講
演
。

も
み
じ
饅
頭
で
知
ら
れ
る
に
し
き
堂
の
成

り
立
ち
か
ら
“
も
の
づ
く
り
”
の
精
神
ま

で
を
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、熱
く
語
り
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

主催者挨拶をする熊高会長

観
光
・コ
ン
ベン
シ
ョン
セ
ミ
ナ
ー

優
良
従
業
員
表
彰
式
・
賛
助
会
員
交
流
会

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
ス
タ
ッ
フ
２
名
が
表
彰

ものづくりの精神を語ったにしき堂の
大谷博国氏

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

　開
設
20
周
年
記
念
大
会

開
催

市
町
村
情
報
セ
ン
タ
ー

取
り
な
が
ら
、
佐
々
木
氏
の
言
葉
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
、『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の

事
業
運
営
見
直
し
の
方
向
性
』に
つ
い
て
、

事
務
局
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の

事
業
運
営
と
し
て
「
来
店
客
数
ア
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
」
方
向
性
を

示
し
、「
創
り
磨
き
上
げ
る
」、「
伝
え
届

け
る
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る

た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情

報
発
信
な
ど
の
実
施
計
画
を
説
明
。
今
後

も
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
が
出
展
事
業
者
の

認
知
度
向
上
・
売
上
拡
大
に
寄
与
し
続
け

る
た
め
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

業
種
が
違
っ
て
も
共
通
す
る
“
も
の
づ
く

り
”
の
姿
勢
に
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
は
、
記
念
交
流
会
を

開
催
。
参
加
者
た
ち
は
、
業
種
の
垣
根
を

越
え
、積
極
的
に
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。夢ぷらざスタッフ2名が表彰
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全国商工会会員福祉共済

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

商工会の福祉共済

「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償

シンプル
「がん」補償

「けが」の
補 償

13万人以上の
皆様にご利用

いただいています
「生命」の

保 障

お申込みはご加入の商工会まで

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
議
所
連
合
会
は
平
成
31
年
２
月
４
日

㈪
、
広
島
商
工
会
議
所
に
て
『
第
４
回
広

島
県
働
き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
認

定
証
授
与
式
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催

者
挨
拶
で
熊
高
一
雄
県
連
会
長
は
、「
短
時

間
正
社
員
制
度
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
の
導
入
、
社
員
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
繋
が
る
研
修
支
援
等
、
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
自
身
の

能
力
が
発
揮
さ
れ
る
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
企
業
が
認
定
さ
れ
た
」と
、

今
回
認
定
を
受
け
た
４
社
を
高
く
評
価
す

る
と
と
も
に
「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
と

し
て
も
取
り
組
み
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
働
き
方
改
革
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

授
与
式
に
参
加
し
た
湯
﨑
知
事
も
「
今

回
で
41
社
が
追
加
さ
れ
、
認
定
を
受
け
た

企
業
は
１
６
６
社
に
な
っ
た
。
毎
回
、
企

業
の
熱
い
想
い
を
感
じ
て
い
る
。
働
き
方

改
革
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
て
も
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
至
ら
な
い
企
業
の
良
き

見
本
に
な
り
、
け
ん
引
役
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
認
定
企
業
の
今
後
の
活
躍
に
も

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
広
島
県
働
き
方
改

革
実
践
企
業
認
定
制
度
審
査
委
員
会
審
査

員
長
で
県
立
広
島
大
学
経
営
専
門
職
大
学

院
の
木
谷
宏
教
授
は
講
評
で
「
今
回
認
定

を
受
け
た
企
業
は
『
こ
ん
な
取
り
組
み
を

し
た
』
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ

り
『
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ

た
』
『
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
ス
コ
ア
が
改
善
し

た
』
な
ど
、
そ
の
後
の
成
果
や
変
化
を
記

述
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
取
り
組

み
の
レ
ベ
ル
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
」
と
高
く
評
価
。
拡
大
を

続
け
る
働
き
方
改
革
の
今
後
の
動
向
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

県
連

広
島
県
働
き
方
改
革

　
　実
践
企
業
認
定
制
度

　
　
　認
定
証
授
与
式
開
催

広
島
県
働
き
方
改
革

　
　実
践
企
業
認
定
制
度

　
　
　認
定
証
授
与
式
開
催

働
き
方
改
革
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ

会
員
事
業
所
４
社
を
認
定
。内
容
も
着
実
に
進
化

第
４
回

認定を受けた4社の代表のみなさん

募集スケジュール
第５回受付

５月27日㈪〜６月21日㈮

第６回受付
10月15日㈫〜11月８日㈮

「広島県働き方改革
　　実践企業認定制度」

平成31年度
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㈲高山工業

	 従業員の職場環境に応じ
	 非正規社員を正社員へ

（世羅町商工会）
Vol.19

	 高齢者が活躍できる職場
	 65歳以上の再雇用制度の導入

	 人材育成の取組
	 職員研修・資格取得訓練を推進

	 生産性の向上図る
	 業務マニュアルの標準化

代 表 者：代表取締役  髙山　稔基
所 在 地：世羅郡世羅町大字伊尾2703番地1
事業内容：製造業　　　従業員数：21人

会社
概要

	 子育て世代にうれしい
	 短時間正社員制度の導入

（福山あしな商工会）
Vol.18

	 社員自身によるキャリア形成研修
	 社員の目標設定シートでキャリア面談実施

	 若年層の人材育成
	 インターンシップ制度の導入

	 社内の情報共有
	 イントラネットによる業務の簡素化・可視化

代 表 者：代表取締役  有木　康彦
所 在 地：福山市新市町宮内670
事業内容：製造業　　　従業員数：72人

会社
概要

平賀建設㈱

	 出産を迎える従業員も安心
	 育児休業中の社会保険料免除制度

（神辺町商工会）
Vol.21

	 働きやすい職場づくり
	 フレックスタイム・短時間勤務制度

	 従業員がよろこぶ
	 “ノー残業デー”の導入

	 ISO9001・2015取得
	 品質・業務プロセスの改善・可視化

代 表 者：代表取締役  平賀　勝也
所 在 地：福山市神辺町字湯野1302番地
事業内容：建設業　　　従業員数：14人

会社
概要

㈲アサヒフィルタサービス

	 離職防止に繋がる業務改善
	 育児休業復帰プランの実施

（福山北商工会）
Vol.20

	 非正規職員が活躍できる
	 能力開発制度の導入

	 従業員がよろこぶ
	 自己啓発・教育訓練の休暇制度導入

	 職場環境の改善
	 従業員のアンケートを実施

代 表 者：代表取締役  宮﨑　基
所 在 地：福山市駅家町大字万能倉393-1
事業内容：製造業　　　従業員数：9人

会社
概要

有木㈱
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